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平
成
15
年
３
月
末
で
51
年
の
歴
史
に
幕
を
閉

じ
る
町
立
二
股
小
学
校

(

福
士
善
知
校
長)

で

２
月
２
日
、
児
童
、
卒
業
生
、
地
域
住
民
が
参

加
し
、
閉
校
式
が
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。同

校
は
、
昭
和
26
年
に
今
別
村
立
二
股
小
学

校
と
し
て
児
童
数
45
名
で
ス
タ
ー
ト
。
児
童
数

も
、
昭
和
36
年
の
90
名
を
ピ
ー
ク
に
、
そ
の
後

年
々
児
童
の
減
少
が
進
み
、
現
在
は
児
童
14
名
、

三
学
級
編
成
で
複
式
授
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

児
童
の
減
少
と
い
う
時
代
の
流
れ
の
中
、
４
月

か
ら
今
別
小
学
校
へ
統
合
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

式
典
で
は
、
福
士
校
長
が
式
辞
で
在
校
児
童

14
名
に
く
じ
け
そ
う
に
な
っ
た
ら
、
小
学
校
周

辺
に
咲
き
誇
る
た
ん
ぽ
ぽ
を
例
に

｢

明
る
く
、

強
く
、
た
く
ま
し
く
の

『

た
ん
ぽ
ぽ
魂』

を
思

い
出
し
て｣

と
励
ま
し
の
言
葉
を
、
小
鹿
正
義

町
長
や
同
小
関
係
者
も
閉
校
を
惜
し
む
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
在
校
児
童
一
人
ひ
と
り
に
よ
る

｢

呼
び
か
け｣

が
行
わ
れ
る
と
、
51
年
の
思
い

出
に
出
席
者
の
方
々
も
思
わ
ず
感
動
す
る
場
面

も
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
出
席
者
全
員
で
校
歌
斉
唱
と
記
念

碑
の
除
幕
を
行
い
、
半
世
紀
を
越
え
る
歴
史
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

【
昭
和
26
・
８
・
１
】
今
別
村
立
二
股
小
学
校
認
可
。

１
学
級
編
成

(

児
童
数
45
名)

【
昭
和
30
・
３
・
31
】
町
制
施
行
に
よ
り
、
同
日
今

別
町
立
二
股
小
学
校
と
改
称

【
昭
和
32
・
４
・
１
】
３
学
級
編
成(

児
童
数
70
名)

【
昭
和
36
・
４
・
１
】
４
学
級
編
成(

児
童
数
90
名)

【
昭
和
36
・
８
・
24
】
創
立
10
周
年
記
念
式
典

【
昭
和
38
・
４
・
１
】
３
学
級
編
成(

児
童
数
82
名)

【
昭
和
39
・
４
・
１
】
４
学
級
編
成(

児
童
数
83
名)

【
昭
和
41
・
10
・
24
】
校
章
制
定

【
昭
和
42
・
３
・
24
】
校
歌
制
定

【
昭
和
44
・
４
・
19
】
学
校
林
設
定

【
昭
和
44
・
12
・
１
】
６
学
級
編
成(

児
童
数
73
名)

【
昭
和
45
・
４
・
１
】
５
学
級
編
成(

児
童
数
71
名)

【
昭
和
45
・
４
・
25
】
学
校
林
地
に
杉
苗
２
、
０
０

０
本
植
栽

【
昭
和
47
・
４
・
１
】
４
学
級
編
成(

児
童
数
54
名)

【
昭
和
47
・
10
・
30
】
体
育
館
新
築
落
成

【
昭
和
49
・
４
・
１
】
３
学
級
編
成(

児
童
数
47
名)

【
昭
和
50
・
10
・
２
】
学
校
ス
キ
ー
場
設
定

【
昭
和
53
・
10
・
17
】
県
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
学
校
の

部
第
３
位
入
賞
。
今
別
町
内
小
中
学
校
花
壇
コ
ン

ク
ー
ル
第
１
位
入
賞
。
東
地
方
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞

【
昭
和
54
・
５
・
29
】
東
青
地
区
複
式
学
級
担
任
研

修
会
の
会
場
校

【
昭
和
56
・
８
・
16
】
創
立
30
周
年
記
念
式
典
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【
昭
和
59
・
４
・
６
】
全
校
一
輪
車
活
動
が
始
ま
る

【
昭
和
60
・
５
・
25
】
二
股
子
ど
も
会
、
日
本
善
行

大
使
よ
り
全
国
表
彰

【
昭
和
60
・
６
・
８
】
二
股
子
ど
も
会
、
清
掃
奉
仕

で
環
境
庁
長
官
賞
受
賞

【
昭
和
60
・
10
・
22
】
全
国
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー

ル
優
良
賞
受
賞

【
平
成
元
・
５
・
26
】
青
森
県
教
育
委
員
会
主
催
平

成
元
年
度
複
式
学
級
担
任
研
修
会
兼
初
任
者
研
修

会
を
本
校
で
実
施

【
平
成
３
・
10
・
９
】
文
部
省
指
定
へ
き
地
教
育
公

開
研
究
発
表
会
実
施

【
平
成
４
・
５
・
１
】
緑
の
少
年
団
指
定
、
少
年
団

育
成
組
織

【
平
成
５
・
４
・
１
】
県
社
会
福
祉
協
力
校
の
指
定

を
受
け
る

(

２
ケ
年
継
続)

【
平
成
７
・
６
・
７
】
活
動
優
良
緑
の
少
年
団
と
し

て
県
緑
化
推
進
委
員
会
よ
り
表
彰

【
平
成
９
・
９
・
28
】
全
国
育
樹
祭
参
加(

青
森
市)

【
平
成
10
・
４
・
１
】
４
学
級
編
成(

児
童
数
23
名)

【
平
成
10
・
４
・
21
】
学
校
給
食
開
始

【
平
成
11
・
５
・
28
】
青
森
県
教
育
委
員
会
主
催
複

式
学
級
担
任
研
修
会
実
施

【
平
成
12
・
11
・
１
】
今
別
町
社
会
福
祉
協
議
会
指

定
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
と
な
る

【
平
成
13
・
８
・
15
】
町
立
二
股
小
学
校
50
周
年
記

念
式
典

【
平
成
15
・
２
・
２
】
町
立
二
股
小
学
校
閉
校
式
典

【
平
成
15
・
３
・
31
】
町
立
二
股
小
学
校
閉
校
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加
で
競
技
が
行
わ
れ
、
子
ど
も

達
は
競
技
が
終
わ
っ
た
後
も
、

仲
良
く
ス
キ
ー
を
楽
し
み
な
が

ら
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

�
�

�
�

�
�

�
�

	



�
�

①
木
元
利
穂

(

知
内

小)

②
帰
山
実
佳(

知
内
小)

③
相
内
優
衣

(

今
別
小)

	

�
�

①
平
山
輝(

今
別
小)

②
東
出
聖
人

(

知
内
小)

③

嶋
中
樹

(

大
川
平
小)

�
�

�
�

�
�

�
�

	



�
�

①
小
鹿
葉
月

(

今
別

小)

②
藤
田
美
恵(

今
別
小)

③
川
村
茉
以

(

今
別
小)

	

�
�

①
小
川
翼(

知
内
小)

②
阿
部
涼
平

(

今
別
小)

③
伊
藤
俊

(

今
別
小)

�
�

�
�

�
�

�
�

	


�
�

①
神
瑞
希(

今
別
小)

②
佐
渡
伊
織

(

今
別
小)

③
松
崎
美
穂

(

知
内
小)

	


�
�

①
蝦
名
竜
樹

(

今
別

小)

②
藤
田
恭
平(

今
別
小)

③
泉
谷
優
斗

(

今
別
小)

２
月
１
日
今
別
町
営
ス
キ
ー

場
で
、
今
別
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

(

金
子
光
雄
会
長)

と
北
海
道

知
内
町
ス
キ
ー
協
会
が
主
催
の

交
流
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

友
好
町
の
知
内
町
と
ス
キ
ー

を
通
し
て
、
よ
り
一
層
絆
を
深

め
潤
い
と
活
気
に
満
ち
た
、
心

豊
か
な
子
ど
も
の
育
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る

大
会
は
、
12
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。当

日
は
、
知
内
町
の
子
ど
も

達
や
、
父
母
、
役
員
な
ど
90
人

が
訪
れ
、
総
勢
２
０
０
名
の
参
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今
別
町
営
ス
キ
ー
場
で
、
２
月
９
日
、
第
29
回
町
民
ス
キ
ー

大
会
と
冬
の
イ
ベ
ン
ト
今
別
冬
物
語
�
今
遊
記
�
が
開
催
さ
れ

２
５
０
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

町
民
ス
キ
ー
大
会
で
は
、
各
地
区
子
ど
も
会
か
ら
56
名
の
子

ど
も
達
が
出
場
。
大
回
転
競
技
に
挑
ん
だ
子
ど
も
達
は
、
家
族

や
友
人
か
ら
声
援
を
受
け
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

午
後
の
部
の
今
遊
記(

西
條
開
実
行
委
員
長)
で
は
、
恒
例
の

大
抽
選
会

｢

み
か
ん
拾
い｣

に
大
勢
の
子
ど
も
や
大
人
が
参
加

し
、
抽
選
の
発
表
に
歓
声
を
あ
げ
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

�
�

�
�

�

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�
�

�
�

�
	



�

�

①
宮
本
楓

(

村
元)

②
澤
田
朱
里

(

山
崎)

	


�
�

①
川
村
修
平

(

浜
名)

②

鈴
木
理
之

(

大
川
平)

�
�

�
�

�
	



�

�

①
相
内
優
衣

(

す
ず
ら
ん)

②
宮
越
す
ず
乃

(

風

の
子)

③
相
内
桃
香

(

す
ず
ら
ん)

	


�
�

①
平
山
輝

(

あ
す
な
ろ)

②
嶋
中
樹

(

大
川
平)

③
福
士
勝

(

風
の
子)
�

�
�

�
�

	



�
�

①
佐
渡
継
美

(

あ
す
な
ろ)

②
宮
本
有
咲

(

村
元)

③
森
田
芽
衣

(

八
幡
町)

	


�
�

①
島
中
優
至

(

八
幡
町)

②
澤
田
悠

太(

山
崎)

③
明
田
龍
太(

大
川
平)

�
�

�
�

�
	



�

�

①
小
鹿
葉
月

(

村
元)
②
川
村
茉
以

(

は
ま
な
す)

③
藤
田
美
恵

(

風
の
子)

	


�
�

①
阿
部
涼
平

(
風
の
子)

②
荒
内
俊

樹

(

風
の
子)
③
伊
藤
俊

(

あ
す
な

ろ)
�

�
�

�
�

	



�
�

①
神
瑞
希

(

奥
平
部)

②
佐
渡
伊
織

(
あ
す
な

ろ)

③
山
内
麻
未

(

八
幡
町)

	


�
�

①
蝦
名
竜
樹

(

砂
ヶ
森)
②
泉

谷
優
斗

(

あ
す
な
ろ)

③
山
崎
大
志

(

風
の
子)

�
�

�
�

�
	



�

�

①
田
中
寛
子

(

奥
平
部)

	


�
�

①
藤
田
恭
平

(

風
の
子)

②
本
郷
晃
也

(

村
元)

③
小
鹿
裕
樹

(

八
幡
町)
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青
森
ア
ジ
ア
冬
季
大
会
が
２
月
１
日
か
ら
８
日
ま
で
の
日

程
で
開
催
さ
れ
、
青
森
市
の
青
い
森
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
た

開
会
式
に
は
、
当
町
か
ら
大
川
平
荒
馬
保
存
会

(

宮
越
哲
英

会
長)

50
人
が
勇
壮
な
荒
馬
を
披
露
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
小
鹿
久
子
さ
ん
と
相
内
恵
子
さ
ん
は
、｢

今
ま

で
何
回
か
大
き
な
所
で
踊
っ
た
け
れ
ど
こ
れ
ほ
ど
感
激
し
た

こ
と
が
な
い
。
外
国
の
方
と
花
笠
と
帽
子
を
交
換
し
た
り
、

一
緒
に
踊
っ
た
り
親
し
み
を
感
じ
た｣

｢

踊
っ
て
い
る
と
き

は
、
今
ま
で
に
な
い
特
別
な
気
分
だ
っ
た
。
皆
で
荒
馬
を
続

け
て
き
て
よ
か
っ
た｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
別
町
商
工
会
女
性
部

(

中
嶋
冨
美
江
部
長)

６

名
も
フ
ィ
ギ
ア
ス
ケ
ー
ト
場
の
入
場
引
換
券
整
理
と
入
館
者

の
誘
導
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
中
嶋
部

長
は

｢

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
大
会
へ
お
手
伝
い

す
る
の
は
初
め
て
な
の
で
緊
張
し
た
が
、
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
た

い
と
の
思
い
で
参
加
し
た
。
一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
ア

ジ
ア
各
国
の
選
手
た
ち
の
笑
顔
が
と
て
も
よ
か
っ
た
こ
と｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

｢

第
27
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
大
会
東
北
予
選
会｣

が
、
１
月
25

日
・
26
日
の
両
日
福
島
県
川
俣
町
で
行
わ

れ
、
女
子
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
が
団
体
で
３

位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

女
子
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
は
、
現
在
３
名

の
少
人
数
で
す
が
、
３
月
21
日
か
ら
23
日

に
か
け
て
福
岡
県
で
行
わ
れ
る
、
全
国
大

会
で
の
上
位
入
賞
を
目
指
し
毎
日
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。
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今
別
消
防
団
に
よ
る

平
成
15
年
鎮
火
祭
が
２

月
２
日
今
別
八
幡
宮
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
毎
年
１

月
の
始
め
に
出
初
式
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
か
ら
各
分
団
長
以

上
の
幹
部
が
集
合
し
、

初
午
の
日
に
今
年
一
年

の
無
事
故
、
無
火
災
を

祈
願
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
毎
月
一
回

大
川
平
小
学
校
を
訪
れ
、
児
童

た
ち
に
読
み
聞
か
せ
や
、
昔
の

遊
び
な
ど
の
面
白
さ
を
教
え
て

い
る

｢

こ
で
ま
り
の
会｣

(

澤

田
田
鶴
子
代
表)

会
員
４
名
が
、

２
月
７
日
に
大
川
平
小
学
校
児

童
全
員
に
、
昔
な
つ
か
し
い
味

を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と

『

す

い
と
ん』

を
作
り
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
雪
合
戦
を
し

た
後
、
早
速

『

す
い
と
ん』
を

ご
ち
そ
う
に
な
り
、｢

お
い
し

い｣

と
お
代
わ
り
を
し
な
が
ら
、

昔
な
つ
か
し
い
味
に
舌
鼓
を
打
っ

て
い
ま
し
た
。 �
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●

指
定
ご
み
袋
を
使
用
し
な
い

で
、
ス
ー
パ
ー
の
袋
に
入
れ

出
し
て
い
ま
す
。

●

新
聞
紙
を
、
指
定
ご
み
袋
に

入
れ
な
い
で
出
し
て
い
る
方

が
多
い
で
す
。

●

段
ボ
ー
ル
類
も
指
定
ご
み
袋

に
入
れ
な
い
で
出
し
て
い
ま

す
。

●

指
定
ご
み
袋
か
ら
あ
ふ
れ
た

ご
み
を
指
定
ご
み
袋
以
外
の

袋
に
入
れ
、
指
定
ご
み
袋
に

結
ん
で
出
し
て
い
ま
す
。

●

決
め
ら
れ
た
収
集
日
に
出
し

て
い
ま
せ
ん
。(

燃
え
る
ご

み
の
日
に
、
燃
え
な
い
ご
み

を
出
す
な
ど)

★
燃
え
る
ご
み
・
燃
え
な
い
ご

み
・
資
源
ご
み
は
そ
れ
ぞ
れ
指

定
の
ご
み
袋
に
い
れ
、
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●

適
正
に
出
さ
れ
て
い
な
い
ご

み
は
、
収
集
い
た
し
ま
せ
ん

の
で
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に

迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。(

ご
み

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。)
�
�
�
�
�

�
�
	



●

資
源
ご
み
の
出
し
方
で
不
適

切
な
も
の
の
ほ
と
ん
ど
が
、

燃
え
な
い
ご
み
に
混
入
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
資
源
ご

み
に
つ
い
て
も
う
一
度
確
認

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
次
の
も
の
は
資
源
ご
み
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

●

ラ
ベ
ル
に
Ｐ
Ｅ
Ｔ
マ
ー
ク
の

な
い
も
の

(

醤
油
や
め
ん
つ

ゆ
用
の
塩
化
ボ
ト
ル
、
ソ
ー

ス
・
洗
剤
類
・
シ
ャ
ン
プ
ー

や
リ
ン
ス
な
ど
の
ボ
ト
ル)

●

化
粧
品
の
入
っ
た
ガ
ラ
ス
び

ん
、
耐
熱
ガ
ラ
ス
、
ガ
ラ
ス

食
器
、
陶
磁
器
な
ど

●

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
ス
プ
レ
ー

缶
★
次
の
こ
と
に
注
意
し
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●

異
物
は
取
り
除
い
て
水
で
軽

く
す
す
い
で
水
を
切
っ
て
く

だ
さ
い
。

●

飲
み
物
や
食
べ
物
が
入
っ
た

ビ
ン
に
限
り
ま
す
。(

そ
れ

以
外
は

｢

燃
え
な
い
ご
み｣

へ
。)

●

キ
ャ
ッ
プ
は
取
っ
て
く
だ
さ

い
。(

金
属
製
は

｢

燃
え
な

い
ご
み｣

、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
は

｢

燃
え
る
ご
み｣

へ
。)

●

板
ガ
ラ
ス
・
電
球
は

｢

燃
え

な
い
ご
み｣

へ
。

●

有
価
び
ん

(

日
本
酒
、
ビ
ー

ル
び
ん
等)

以
外
の
飲
み
物

や
食
べ
物
が
入
っ
た
ビ
ン
も

資
源
ご
み
で
す
。

◆
ご
み
の
有
料
化
が
始
ま
る
前

に
比
べ
約
３
割
程
度
ご
み
が
減

少(

12
月
比
較)

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お

か
げ
で
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
ご

み
出
し
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
正

し
く
出
す
こ
と
が
効
率
よ
く
処

理
費
用
の
低
減
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
も
う
一
度
、｢

�
�

�

�
�

�
�

�
	
｣

で
出
し
方
を

確
認
く
だ
さ
い
。

���������	
��� ���

����������������

最
近
、
ペ
ッ
ト
に
関
す
る
苦
情

が
大
変
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

飼
い
主
の
方
は
マ
ナ
ー
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
青
森
県
で
は
動
物
の
愛

護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
が
制

定
さ
れ
、
平
成
15
年
７
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

飼
い
主
の
方
の
動
物
愛
護
は
も

ち
ろ
ん
、
義
務
も
発
生
い
た
し
ま

す
。
ル
ー
ル
を
守
り
、
み
ん
な
で

気
持
ち
よ
く
飼
い
ま
し
ょ
う
。

○
飼
い
犬
は
常
に
つ
な
い
で
置
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
動
物
の

習
性
に
あ
っ
た
飼
い
方
を
し
、
逃

げ
出
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

○
清
潔
を
保
持
し
、
汚
物
の
適
正

処
理
、
病
害
虫
の
防
除
に
努
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
公
共
及
び
他
人
の
土
地
を
汚
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
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特別な事情もないのに保険税を滞納すると､ 未納
期間に応じて次のような措置がとられますし､ 国保
の加入者全員に迷惑をかけていることになります｡
保険税は必ず納めましょう｡

��������	
�����

納期限を過ぎると督促が行われます｡
延滞金などを徴収される場合もあります｡�

それでも納めないと､ 通常の保険証の
代わりに有効期間の短い短期被保険者証
が交付される場合があります｡
�������

保険証の有効期間が短くなるので､ ひ
んぱんに更新手続きが必要となります｡

�

納付期限から１年を過ぎると､ 保険証
を返してもらい代わりに資格証明書が交
付されます｡
������

資格証明書は､ 被保険者であることを
証明するだけのもので､ 保険証のように
受診券とはなりません｡ そのため､ お医
者さんにかかるときは医療費をいったん
全額自己負担することになります｡

�

納期限から1年６ヶ月を過ぎると､ 国
保の給付が全部､ または一部差し止めに
なります｡

�

それでも納めないでいると､ 差し止め
られた保険給付額が差し引かれます｡�

●その他に財産などの差し押さえ処分を受ける
場合もあります｡

��������	
���

特別な事情 (災害等) により保険税の
納付が困難なときは､ 申請により保険税
の減額や免除が認められることがありま
す｡ また､ 分割納付などもできますので､
滞納のままにせずお早めに税務課までご
相談ください｡
���������� !"#$%&'()**+,

�

��������������������������������������������������������

����������������		
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１月30日から20歳以上を対象として､ 今別町合併問題等に関する住民研究会が ｢町村合併に関
するアンケート調査｣ を行いました｡
その結果をお知らせいたします｡ �=>?@AB�CDE��FG

対 象 者 ３, ７３１人
回 収 数 ３, ２５３人 回 収 率 ８７. ２％
有 効 回 答 数 ３, ０６２人 有 効 回 答 率 ８２. １％
無 効 回 答 数 １９１人 無 効 回 答 率 ５. １％
賛 成 １, ５６９人 賛 成 率 ５１. ２％
反 対 １, ４９３人 反 対 率 ４８. ８％

区 分
賛 成 反対のうち 計

反対のうち絶対反対
第１希望 第２希望

(Ｂ)
どうしても､ 合併しなけ
ればならない場合 (Ｃ)

(Ａ＋Ｂ＋Ｃ)
(Ａ) 率 数 率 数 率

今 別 ・ 三 � 690人 22.5％ 144人 437人 1,271人 41.5％ 621人 20.3％
今別・三�・平舘 529人 17.3％ 456人 250人 1,235人 40.3％
５ 町 村 350人 11.4％ 41人 185人 576人 18.8％

≪その他の意見≫ ①青森市との合併 16件 ②青森市及び東郡 (平内町を含む) の合併 ８件
③平舘村との合併 １件
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北
門
書
道
会
主
催
の
第
２
回
県
下
小
中
学
生
書
初
め
展
が
こ
の
ほ

ど
行
わ
れ
、
14
名
の
小
中
学
生
が
入
賞
し
ま
し
た
。

条
幅
の
部
と
半
紙
の
部
に
入
賞
し
た
川
村
茉
以
さ
ん
は
、｢

２
点

が
入
賞
す
る
な
ん
て
び
っ
く
り
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
も
っ
と
練
習

し
て
う
ま
く
な
り
た
い｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
な
お
、
入
賞
作
品

は
ダ
イ
エ
ー
弘
前
店
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

◎
川
村

修
平

(

今
別
小
１
年)

条
幅
の
部

準
特
選

半
紙
の
部

準
特
選

◎
福
士

勝

(

今
別
小
２
年)

条
幅
の
部

秀
作

◎
平
山

輝

(

同

)

条
幅
の
部

特
選

◎
田
中

萌

(

同

)

半
紙
の
部

準
特
選

◎
川
村

茉
以

(

今
別
小
４
年)

条
幅
の
部

特
選

半
紙
の
部

秀
作

◎
小
鹿

葉
月

(

同

)

条
幅
の
部

準
特
選

◎
相
内

鮎
佳

(

同

)

条
幅
の
部

秀
作

◎
新
岡

里
美

(

大
川
平
小
５
年)

条
幅
の
部

特
選

◎
相
内
濃
乃
香

(

今
別
小
５
年)

条
幅
の
部

秀
作

◎
山
内

麻
未

(

同

)

半
紙
の
部

特
選

◎
阿
部

周
平

(

今
別
小
６
年)

条
幅
の
部

秀
作

◎
宮
越

翔
平

(

同

)

条
幅
の
部

特
選

◎
小
鹿

裕
樹

(

同

)

条
幅
の
部

準
特
選

◎
新
岡
美
津
恵

(

今
別
中
２
年)

条
幅
の
部

秀
作

�������������������������������������������������������������
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２
月
11
日
今
別
町
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
婦
人
演
芸
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
別
町
連
合
婦
人
会

(

山
内
和
子
会
長
１
２
０
名)

主
催
で
開
催
さ
れ
た
演
芸
会
は
、

今
年
で
13
回
目
を
迎
え
、
そ
の
演
技
に
も
益
々
磨
き
が
か
か
り
訪
れ
た
３
０
０
人
の
観
客

を
魅
了
し
ま
し
た
。

演
芸
会
は
、
各
地
区
婦
人
会
・
町
内
サ
ー
ク
ル
・
グ
ル
ー
プ
が
得
意
の
踊
り
を
、
清
次
き
よ
つ
ぐ

流
も
華
麗
な
踊
り
を
そ
れ
ぞ
れ
披
露
し
、
会
場
か
ら
は
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
を
浴
び
ま

し
た
。
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土と自然に親しみながら､ つくる喜びを味わい農業に対する理解や交流を深めるため､ 体験農園

の利用者募集を行います｡ 体験農園を利用される方は､ 活性化センターを付帯施設として無料で利
用できる得点がありますので､ どしどし応募ください｡
○利用形態等 耕起後､ 貸付し､ 30㎡当たり料金は

2,000円
○付 帯 施 設 農園ハウス (トイレ､ 更衣室､ 農具庫)
荒馬の里活性化センター (集会室､ 調理室､ 加工実習室､
和室､ 更衣室等)

����：荒馬の里活性化センター (TEL 35－2021)
農林水産課 (TEL 35－2001)

������ ���	
���� ����
ＮＴＴ東日本青森支店では､ ３月中に順次､ 新しい電話帳をお届けいたします｡
その際､ 現在お使いになられている電話帳は､ 新しい電話帳とお取替えいたしますので､ 配達員

へお渡しください｡
ＮＴＴでは､ 地域環境保護として､ 紙資源の節減に取組んでおり､ 回収した古い電話帳から新し

い電話帳をつくる､ 電話帳循環型リサイクルを行っています｡
なお､ 配達員に渡せなかった方は後日改めて回収に伺いますので､ 下記 ｢タウンページセンター｣
までご連絡ください｡
ご協力をお願いいたします｡

������� ���������� �	�
�� ������������
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自動車税の納税通知書は､ 原則として自動車検査証に記載されている住所にお送りすることになっ
ています｡ 引っ越し等で住所が変わったときには､ 運輸支局等において住所の変更登録の手続きが
必要となります｡
すぐに､ 変更登録ができない場合には､ 役場窓口に備付けの専用はがき等により県税事務所にご

連絡をいただければ､ 納税通知書を新しい住所にお送りすることができます｡ また､ 県税ホームペー
ジ【http：//www.pref.aomori.jp/zeimu/】の中の ｢自動車税住所変更届｣ からも､ 自動車の住所
変更の届出をすることができます｡ 事務処理の都合上､ ４月上旬までにご連絡をお願いします｡

������	
���� ����� ���������������
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電気は､ 二酸化炭素を排出しないクリーンエネルギー
ですが､ 発電するためには､ 石油や石炭を使っていま
す｡ 従って二酸化炭素の排出に間接的にかかわってい
ることになります｡
また､ 二酸化炭素を排出しない水力､ 風力や太陽光

発電などの他には､ 原子力､ 液化天然ガス (ＬＮＧ)
を使用した､ 比較的クリーンな発電所もあります｡



���������	
�������

嶋
中

直な
お

人と

(

修

)

山

崎

相
内

寿と
し

稀き

(

晃

)

鍋

田

小
鹿

陽ひ

向な
た(

公
紀)

今

別

山
内

大
輔

今
別

(

牧
野

秋
子

三
�
村

明
田

晃
功

鍋
田

(

和
山

香
理

岩
手
県
二
戸
市

嶋
中

仁

今
別

(

高
橋

勇
気

群
馬
県
渋
川
市

鈴
木

�(

85)

砂
ヶ
森

野
土
谷
よ
し
の(

84)

今

別

����(平成15年１月31日)

� � ��	
���

 � ����� ����

� ����� ����

� ����� ����

��� ��������� �

� �!"#$%

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、
届
出
の

時
に
住
民
保
険
課
へ
申
し
出
て
下
さ
い
。

ま
た
、
東
奥
日
報
・
東
奥
ウ
ェ
ブ
に
つ

い
て
も
同
様
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

(
)

�
�

�
�

�
�

�
�

	

�



�
�

�


�
�

�
�

�
�

	

まちの行事予報 ３／１～４／10

日 曜 行 事 予 定 〈場所〉

１ 土 県立今別高校卒業式

２ 日 スキークラブＣＵＰ〈町営スキー場〉

３ 月 今別保育園ひな祭り会

７ 金 第５回キクの会

11 火 凧づくり教室 (～13日)〈中央公民館〉

12 水 今別中学校卒業式

20 木 管内小学校卒業式

22 土 今別保育園卒園式

26 水 管内小中学校修了式・県立今別高校修了式

４ 月

７ 月 管内小中学校入学式

８ 火 県立今別高校入学式
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� � 平成15年３月15日 (土)
午前10時～午後３時

� � � 中央公民館

������ �����

※当日､ 用事で来所できない方は自宅でも相談
を受けていますので､ お気軽にご利用ください｡
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昨年､ ｢いまべつ物語｣ を刊行した今別物語編集
同好会は､ １月31日に中央公民館で集いを開き､ 会
員を再組織して ｢続・いまべつ物語｣ を刊行するこ
とを申し合わせしました｡
同会では､ 昭和30年以降の今別町の出来事や思い
出話などを盛り込んだ現代版の本にしたいと思いま
す｡ それに伴い､ 町内外の同町出身者の皆さんから
も原稿を募集することにしました｡ 枚数は制限なく､
あの時､ あの場面のことなどを自由に書いてもらい
たいと同会では話しています｡
締め切りは４月25日までです｡ どうか皆さんのご
協力をお願いします｡
����	
������������

今別町大字今別字中沢236 今別物語編集同好会
斎藤 始 宛または､ 中央公民館 (TEL35－3757)
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○内閣府では､ 将来を担う国際感覚豊かな青年を育成するため､ さまざまな国際交流事業を実施し
ています｡
○現在､ 平成15年度の ｢国際青年育成交流｣ ｢日中､ 日韓青年親善交流｣ ｢世界青年の船｣ ｢東南ア
ジア青年の船｣ 事業の参加青年を募集しています｡
○����：平成15年３月10日 (月) ～４月４日 (金)
○��	�：内閣府 (青年国際交流担当 TEL 03－3581－1181)

または､ 青森県青少年・男女共同参画課 (TEL 017－734－9224)

(

１
月
１
日
か
ら
31
日
の
届
出
分)
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